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研究課題名 
透視下腹腔神経叢ブロック後のオピオイド減量によるオピオイド退薬症状出現の危

険因子の検討 

研究の対象 

2005年 4月 1日から 2020年 10月 31日までに、横浜市立大学附属市民総合医療セン

ター、横浜市立大学附属病院、横浜市立市民病院、神奈川県立がんセンターで透視下

腹腔神経叢ブロックを施行された患者さんを対象としています。 

研究目的 

・方法 

透視下腹腔神経叢ブロックは難治性がん性疼痛の疼痛緩和に有効な手段であり、それ

まで使用していたオピオイドの減量が期待できます。しかし、オピオイドを急激に減

量するとオピオイド退薬症状が出現することも知られています。どのくらいのペース

でオピオイドを減量していけば、退薬症状が出現しなかったかを明らかにすることが

本研究の目的です。研究方法としては、診療録から情報を収集し、統計解析を行いま

す。 

研究期間 西暦 2021年 2月 2日 ～ 西暦 2021年 12月 31日 

研究に用いる 

試料・情報の 

種類 

診療録に記載された情報を収集します。 

新規に検査や採血を行うことはありません。 

外部への 

試料・情報の 

提供 

患者さんのカルテ ID や氏名等の研究対象者個人を特定することができる情報は用い

ません。対応表は、当院の研究責任者が保管・管理します。主機関である横浜市立大

学附属市民総合医療センター麻酔科学教室へは、研究代表者が各施設に直接訪問して

匿名化された情報のみを収集します。 

外部からの 

試料・情報の 

取得と保管 

外部からの情報の取得はありません。 

研究組織 

「主機関」 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 柳泉 亮太(研究代表者) 

 

「研究協力機関」 

横浜市立大学附属病院 長嶺 祐介(研究責任者) 

横浜市立市民病院 倉持 智子(研究責任者) 

神奈川県立がんセンター 太田 周平(研究責任者) 
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本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話または FAXでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申出ください。その

場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 

問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒236-0004 横浜市金沢区福浦 3-9 

横浜市立大学附属病院 麻酔科（研究責任者）長嶺 祐介 

電話番号：045－787－2800（代表）   

045-787-2918（医局直通） FAX：045-787-2916（医局直通） 

 


